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利胆作用，消化促進作用等が注目されている

U rsodeoxychol酸（以下 UDCAと省略）の

W以ar系雄ラットに対する 6カ月間経口投与

による慢性毒性について検討したので報告す

る。

実験材料および方法

実験動物

園立遺伝研究所に由来する Wistar系雄ラッ

ト（体重 130～160g）を各群20匹6群120匹で実

験を開始し，投与3カ月後に各群5例について

各種検査，臓器重量，病理組織学的検索に供し

た。残りの各群15匹について6カ月間投与の慢

性毒性を検討した。飼料はオリエンタル田形飼

料 NMFを，水は水道水を用い，飼料も水も

自由に摂取させたっ動物舎は室温は 21土 1°C,

湿度は65土5%に空気調節した。

薬物投与法と用量

検体 UDCAは水に不溶なため， 1%CMC 

液に懸濁して用いた。投与方法は胃ゾンデによ

る強制的経口投与法を用いたσ

用量の決定は亜急性毒性試験の結果，物理的

に懸濁，投与可能な最大量である 4g/kg投与

で死亡例の出現もなく，体重糟加も対照に比し

余り変化なかったので今回の実験も 4g/kgを

最高用量とし，亜急性の場合と同じ 2g/kg,

lg/kgおよび 0.5g/kgの4用量を投与するこ

とにしたっ 4用量のほかに 1% CMC被投与

の対照群と無処置の自然飼育群を設けた。

投与量は 4g/kg群は 4ml/200gb.w., 2g/k g 

群は 2ml/200gb. 

0.5g／孟g群は 0.5ml/200g b.w.になるように

じDCAを CMC被に懸濁した。

投薬期間

1日1回， 1週613,26週間。

観察車項

(1）投与後の症状の有無，（ 2）日常行動の

変化， ( 3）死亡の有無，死亡例については剖

検所見の記録。

測定事項

(1）体重増加 1週1回測定，（2）摂食

量，飲水量 1週2日間測定，群ごとに1自体

重 lOOgあたりの摂取量を求めた。（3）血液検

査各群5例について投与前および投与25週後

に尾静脈より採血し，赤血球数，白血球数，血

色素量（シアンメトへそグロビン法），へマト

クリット値（毛細管， 3,000回転， m分間），各

型白血球分布（塗抹標本，ギムザ染色）を測定

した。（ 4）尿検査投与25逓後に各群5例に

ついて， 20時間採尿ケージで採尿し，尿量，

pH （東亜 pHメーター）およびウロピリン

(Schlesinger法）を測定，新鮮尿について蛋白
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